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4．水道事業の将来像

4.1 山梨市水道事業の目指すべき姿

本市水道事業の現状を今一度見つめ直し、平成 27 年 10 月に実施した市民アン

ケート結果も踏まえ、本市水道事業が抱える問題点を洗い出し、「安全」、「強靭」及

び「持続」の各分類における理想像を実現した先にある本市水道事業の目指すべき

姿「市民から信頼される水道」を本水道ビジョンのスローガンとして掲げ、一歩で

も近付けるよう様々な課題に真摯に取り組んでいきます。

図 4.1 本市水道事業のあるべき姿

理想像：適正な施設管理に基づいた、社会の変

化に対応可能な水道事業経営の確立
理想像：災害に強い水道施設の構築

理想像：安全でおいしい水の供給
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される水道

安全

 施設情報の蓄積と共有
 手間のかからない水道
 水道技術の取得と継承
 健全な水道経営の維持

強靭 持続

 漏水しにくい管路
 故障しにくい施設
 職員業務負荷の適正化

 工事事業者に対する
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